
 

 

2025 年 6 月 20 日 

NTT ソノリティ株式会社 

 

＜イヤホンの長時間利用による耳トラブルが増加＞ 

夏の耳ムレ、耳カビのリスクと症状を解説するセミナーを実施 

解決策としてオープンイヤーの優位性についても解説 

～セルフチェック＆耳不快指数チャートを公開～ 
 

NTT ソノリティ株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：坂井 博、以下「NTT ソノリテ

ィ」）は、没入ではなく“共存（Co-being）”をコンセプトとする NTT グループ初の音響ブランド

「nwm（ヌーム）」の価値を社会に広げる取り組みの一環として、梅雨～夏の時期に密閉型イヤホン・

ヘッドホンの着用がもたらす健康リスクへの意識と実態を明らかにすべく、全国の男女 500 名を対象に

独自調査を実施しました。今回、調査結果を踏まえ、密閉型イヤホンの使用による耳の不快感と健康リ

スクについて啓発し、ケア方法を発信するラウンドテーブルを 2025 年 6 月 19 日（木）に開催。当日

は、そらいろ耳鼻咽喉科センター北駅前院 院長である内尾 紀彦先生より、昨今の患者さんの傾向やイ

ヤホンで起こる耳のトラブルや予防法についてお話しいただきました。 

 

 

■外耳炎、耳掃除が主な原因から、イヤホン使用をきっかけに発症するケース増加 

昨今、外耳炎や耳カビなども注目される中、今

回のラウンドテーブルでは、そらいろ耳鼻咽喉科

センター北駅前院 院長の内尾 紀彦先生より、昨今

の患者の傾向やイヤホンで起こる外耳炎や耳のト

ラブルについてお聞きしました。 

『夏は“外耳炎”や“耳カビ”の患者数が増加しま

す。とくに多いのは「イヤホンの長時間利用」で

す。イヤホンを 5 時間以上使用している方は、使

用時間が少ない方に比べ、外耳炎や耳のカビ、耳

のかゆみなどの症状が出ることが約 4 倍になると
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されています。ほかの原因として、「過度な耳掃除」や、この時期特有の「高温多湿な環境」も挙げら

れます。』 

 

 

■ なぜ夏に増える？ 

なぜ夏に増えるのかについて、『夏場は気温が高く、発汗

量も多くなるため、外耳道が湿った状態が続き皮膚のバリア

機能が低下。菌の繁殖を促し外耳炎を引き起こしやすくなり

ます。 

特に、プールや海で泳ぐ際には、耳に水が入ることがあり

ます。水が入ると耳垢が水分を吸収して膨張し、耳が詰まっ

たような感じや、音がこもって聞こえる場合があります。ま

た、清潔ではない水が耳に入ることで、細菌感染を起こしや

すくなります。』 その他、 補聴器の使用、アレルギー性皮

膚炎、整髪料などの刺激についても解説いただきました。 

 

■外耳炎や外耳道真菌症（耳カビ）についても解説 

 『外耳炎は、耳の入り口から鼓膜までの「外耳道」と呼ばれる部分の皮膚に細菌が繁殖しておきる病

気です。真菌（カビ）が繁殖すると、外耳道真菌症（耳カビ）になります。発症リスクが上がる原因の

ひとつとして「密閉型イヤホンの長時間使用」が挙げられます。 

主な症状は、かゆみ、痛み、耳が詰まったような感じ、聞こえに

くさです。特にかゆみは薬で治療しないとサイクルから抜け出せま

せん。 

温度が 20~30 度、湿度が 60％以上、風通しが悪く日陰だとこのよ

うなカビが繁殖することがあります（右図）。密閉型のイヤホンを

長時間装着すると、このようなカビができるリスクが高まります。

治療法として、外来でカビを掃除して薬を塗ることを繰り返し行い

ますが、1 ヶ月～数ヶ月かかることも稀ではありません。 

耳のトラブルを放置すると、治りにくくなる、聴力が低下する、

さらに悪化してしまい中耳や内耳、悪性外耳道炎などの重篤な病気が進行してしまう場合もあります。

痒みや違和感は無理せずケアをしましょう。』と医師の観点から解説していただきました。 

 

■ 耳ケアは見過ごされがち？ でも約半数が我慢している状態 

ラウンドテーブルでは NTT ソノリティ株式会社 事業本部 製品事業部 マーケティング＆コミュニケー

ション G コミュニケーションディレクター 清野裕美より、「高温多湿の夏における耳の不快調査」の

外耳道真菌症（耳カビ）※内尾先生提供 



 

 

結果を紹介しました。調査の結果、87.4％の人がこの時期に

もイヤホンを使用しており、その約半数が 1 時間以上利用。

特に 10 代では、5 時間以上使用する層も一定数存在してい

ます。これは、昨今の動画・音楽視聴などのエンタメが加速

していることも影響していると考えられます。 

また、夏のケアに関しては、イヤホン蒸れや通気対策など

の「耳のケア」を行っている人はわずか 11％と見過ごされ

がちですが、実際には 43.2％の人がイヤホン使用時に「耳

の中がムズムズする」「痒い」「雑菌が気になる」などの不

快を感じていることがわかりました。しかし、その 54.6％が「我慢している」と回答。イヤホンやヘッ

ドホンの装着中に感じる不快感は見過ごされる傾向があり、“耳のケア”もおざなりにされている実態を

説明しました。 

 

 

 

■ 独自のセルフチェックシートと「耳の不快指数」を公開！ 

調査の結果と耳トラブルの解説を踏まえ、内尾先生監修

のもとに独自で開発した「耳の不快指数」セルフチェック

シートを公開。 

セルフチェックシートはイヤホンの使用状況や、かゆ

み・ムズムズなどの自覚症状、対処の状況、過去の利用経

験と、4 つの観点から作成した 15 個の質問を用意しまし

た。当てはまる項目にチェックを入れ、その数に応じて自

分の耳の状態が 5 つのレベルに分類されます。 

内尾先生からはこの 5 つのレベルの具体的な懸念点や対策

法についても説明いただきました。『自覚症状がある予備軍ゾーンは、耳のバリア機能が弱まりかけて

感染を起こしかけているということになります。 これを放置してしまうと、外耳炎や感染の進行の可能

性がでてきます。ケア必要ゾーンまで来てしまうと外耳炎の一歩手前と言えます。常に軽度の外耳炎や

皮膚炎の可能性があり、具体的な対処が必要となります。具体的にはイヤホンをできるだけしない、乾

燥させるなどの対処が必要になります。医療介入推奨ゾーンに当てはまる明らかな異常な症状が複数該

当してしまった場合は、外耳炎や湿疹真菌症など既に発症してしまっている可能性がございますので、

速やかに耳鼻科に受診をする必要があります。 

また、予兆のワードである「耳ぐじゅ」の状態をあえて例えるなら“生乾きの靴下、長靴の中の状

態、また梅雨時の押入れといった、ジメジメと湿っている状態になります。』と、チャートの内訳とと

もに、耳ムレを日常に例えて解説いただきました。 



 

 

また今回、チャートを作成するにあたり、調査とあわせて集めた不快指数の実態も披露。『意外にも

快耳ゾーンの方が多くてホッとしたのですが、一方で予備軍ゾーンも 10 人に 1 人となっており、この

確立としては会場の皆さまの中でも、2～3 名いらっしゃるような状態です。これから夏にかけてジメジ

メする日が多くなるので、定期的にチェックして耳ムレ対策をしてほしいです。』とセルフチェックシ

ートの活用を呼びかけました。 

 

 

＜チェック数とチャート詳細＞ 

0~1：非常に良好。理想的な耳のコンディション。 

2~4：耳の中に軽い湿気やムズムズ感などを感じたことがある。外耳炎の前段階にあたるリスクあり。 

5~8：耳の中のムレ感・違和感を自覚している。既に耳のバリア機能が弱まりかけているサイン。 

放置すれば炎症や感染の進行可能性あり。 

9~12：耳の中がムレてかゆい、違和感が続く、イヤホンが当たると痛いなど、不快が継続している状 

態。すでに軽度の外耳炎や皮膚炎の可能性あり。具体的な対処が必要。 

13~15：痛みや強いかゆみ、耳垢の異常、分泌液など、明らかに異常な症状が複数該当。 

外耳炎・湿疹・真菌症などを既に発症している可能性あり。すみやかに耳鼻科を受診すること。 

 

 

■ 耳トラブルを未然に防ぐ！ケア方法を紹介 

最後に内尾先生から、ケア方法について説明。『耳の中は

皮膚が非常に薄くてデリケートです。この“湿気と熱”が続く

と、細菌や真菌、いわゆる“カビ”が繁殖しやすくなります。悪

化すると、耳の粘膜に真菌が発生して激しい痛みや発熱を伴

うことも。ある研究では、“イヤホン表面の細菌数は便座の 20

倍”というデータも出ているため、清潔に保つ意識がとても大

切です。今日からできる方法は大きく分けて 3 つ。 

1 つ目は「耳を清潔に保ち、乾燥させる」こと。汗をかいた後

や水泳・入浴後は、清潔なタオルで耳の入り口や耳介を優し



 

 

く拭き取りましょう。不快感がある場合は、ドライヤーの「冷風」を耳から 30cm 以上離し、数秒程度

弱風を当てても良いです。ただし、温風や長時間使用は火傷や皮膚を傷めるため注意してください。綿

棒で奥の水分を取ろうとすると、水を押し込んだり外耳道を傷つけたりする危険性があるため避けまし

ょう。 

2 つ目は「耳かきは控えめにする」こと。耳には本来自浄作用があり、耳垢や古い皮膚は自然に排出

されます。実は耳垢は、抗菌や保湿の役割も担っているため、過度な耳かきや奥までこする行為は、皮

膚を傷つけて外耳炎のリスクを高めてしまいます。耳掃除は月 1～2 回、見える範囲を優しく拭う程度

にしましょう。少しでもかゆみや痛みがある場合は、無理せず耳鼻科を受診してください。 

3 つ目は「イヤホンのケア」です。夏はイヤホンのケアも重要になります。通り道である外耳道を塞

いでしまうと耳ムレや耳カビのリスクがありますので、なるべくふさがないで高温多湿を避けるために

長時間使用もしないようにしましょう。耳をふさがないオープンイヤー型は予防に大変おすすめです。

通気性が良く蒸れにくいので、外耳炎の予防ができると考えられます。 

今回のセルフチェックシートは早めに耳の症状に気づくきっかけにもなりますので、ご参考にいただ

ければ幸いです。』と締めくくりました。 

 

＜登壇者プロフィール＞ 

内尾紀彦（うちお・のりひこ）先生 

そらいろ耳鼻咽喉科センター北駅前院院長。耳鼻咽喉科専門医、日本音声言語医学会認定

音声言語認定医、めまい相談医。東京慈恵会医科大学を卒業後、同大学の耳鼻咽喉科学教

室、JCHO 東京新宿メディカルセンター、富士市立中央病院耳鼻咽喉科での勤務を歴て、

2021 年 7 月から「そらいろ耳鼻咽喉科センター北駅前院」院長に就任。フジテレビ「め

ざましテレビ」、テレビ朝日「ミュージックステーション」などメディア出演多数。 

 

 

 

＜プレスセミナー概要＞ 

名称  ：オープンイヤーと耳の不快に関するラウンドテーブル 

開催日時：2025 年 6 月 19 日（木）13:00～14:30 

主催  ： NTT ソノリティ株式会社 

登壇者 ：・NTT ソノリティ株式会社 事業本部 製品事業部 マーケティング＆コミュニケーション G  

コミュニケーションディレクター  清野 裕美 

・そらいろ耳鼻咽喉科センター北駅前院 院長 内尾 紀彦 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ 【夏は耳スピ！】耳をふさがない、夏の耳ムレに「耳スピ」を提案 

耳トラブル＆リスクを回避して、快適に音を楽しもう！この夏をノリ切る、新定番「耳スピ」。 

暑さや湿気の厳しい夏こそ、NTT の技術を搭載した耳をふさがないイヤホン「耳スピ」を取り入れるこ

とで、耳の蒸れやこもりを感じることなく快適にリスニングをお楽しみいただけます。 

 

NTT の技術搭載、耳をふさがないイヤホン「耳スピ」とは 

nwm のオープンイヤー型デバイス。イヤホンなのに、ま

るでスピーカーのような開放感と臨場感のあるサウンドで

あることから「耳スピーカー」、略して「耳スピ」という

愛称でシリーズ展開中。NTT 独自の PSZ（パーソナライ

ズドサウンドゾーン）技術などの搭載により、耳をふさが

ないのに音漏れしにくく、周囲の音も聞こえるのでコミュ

ニケーションも快適です。 

 

POINT 1 

イヤホンなのに、 

まるでスピーカーのような開放感と臨場感のあるサウンド。 
 

 

 

 

POINT 2 

耳をふさがないのに音漏れしにくく、 

周囲の音が聞こえてコミュニケーションも快適。 

 



 

 

 

POINT 3 

耳に負担をかけない、軽やかな着け心地。 

蒸れナシ。圧迫感ナシ。長時間ストレスフリー。 

 

 

 

「夏は耳スピ！」特設ページはこちら：https://nwm.global/pages/summer2025 

 

実施中キャンペーン 

「夏は耳スピ！キャッシュバックキャンペーン」 

対象製品を期間中にご購入・ご応募いただいた方に抽選で 33

人に 1 人、10,000 円分をキャッシュバックいたします。抽選

にはずれても、製品に応じた金額を全員にキャッシュバック

いたします。 

＜キャンペーン対象製品＞ 

オープンイヤー型 オーバーヘッド 耳スピーカー nwm ONE 

オープンイヤー型 完全ワイヤレス 耳スピーカー nwm DOTS 

オープンイヤー型 ネックバンドワイヤレス 耳スピーカー nwm GO 

＜賞品＞ 

抽選で 33 人に 1 名、10,000 円分のキャッシュバック。 

抽選にはずれた方でも、製品ごとに以下の金額をキャッシュバックいたします。 

• nwm ONE・・・4,000 円分 

• nwm DOTS・・・2,000 円分 

• nwm GO・・・1,500 円分 

 

詳細は「夏は耳スピ！キャッシュバックキャンペーン」特設ページをご覧ください。 

https://nwm.global/pages/cbcp2025 

 

 

■ 「nwm（ヌーム）」について 

 nwm（ヌーム）は、変化するライフスタイルの中で自分の世界と周

囲の世界をシームレスにつなぐために生まれた NTT グループ初の音

響ブランド。没入ではなく”共存（Co-being）”をコンセプトに、音

を操るコア技術を活用したオープンイヤー型デバイスを開発してい

ます。イヤホンなのに、まるでスピーカーのような新体験、耳スピ

ーカー「耳スピ」を約 2 年半で 8 製品展開し、音の技術で世の中の

課題を解決する音響ブランドへ成長しています。New Wave Maker

https://nwm.global/pages/summer2025
https://nwm.global/pages/cbcp2025


 

 

の頭文字をとったブランド名には、音のテクノロジーと新しい発想でよりよい暮らしを提案し、世の中

に新しい波を起こしていくという想いが込められています。https://nwm.global/ 

■ NTT ソノリティについて 

最先端の音響信号処理技術を用いて音響関連事業を行う会社として 2021 年 9 月 1 日に設立。「音の

テクノロジーで心を動かし、新しいスタンダードを作っていく。」というパーパスのもと、音を仕分け

る・音を閉じ込める・特定の音を見つけ出す、の 3 つの技術を使い、ビジネスやプライベートなどさま

ざまなシーンで一人ひとりに快適な音響空間を実現する製品やサービスを提供しています。2022 年 11

月には、音響ブランド「nwm（ヌーム）」を発表。オーディオ機器の開発・販売、パートナー企業との

製品開発、音声 DX の 3 つの事業をメインに、音響技術を駆使したソリューションで世の中の課題を解

決、新たな生活価値やライフスタイルを生み出します。 https://ntt-sonority.com/ 
 

 

 

 

 

 

報道関係者様の 

お問い合わせ先 

「NTT ソノリティ」広報事務局 (KMCgroup 株式会社内) 担当:湯原、関口 

TEL:03-6261-7413／FAX:03-6701-7543／ 

E-MAIL: info@kmcpr.co.jp  

その他 NTT ソノリティに 

関するお問い合わせ先 

NTT ソノリティ株式会社 マーケティング＆コミュニケーション G  広報担当 

E-MAIL：sonority-pr@ntt.com 

https://nwm.global/
https://ntt-sonority.com/
mailto:info@kmcpr.co.jp
mailto:sonority-pr@ntt.com

